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令
和
6
年
第
1
回
議
会
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
3
月

19
日
ま
で
の
22
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
側
か

ら
は
専
決
処
分
の
報
告
2
件
・
承
認
1
件
、
永
世
名
誉
町
民

の
称
号
の
贈
呈
1
件
、
令
和
5
年
度
一
般
会
計
ほ
か
6
本
の

補
正
予
算
案
、
条
例
の
制
定
２
件
・
一
部
改
正
17
件
、
令
和

６
年
度
各
会
計
予
算
案
７
件
、
人
事
案
５
件
、
議
会
側
か
ら

条
例
の
一
部
改
正
１
件
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

受
理
、
承
認
、
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
任
期
満
了
に
と
も
な
う
選
挙
管
理
委
員
（
４
人
）
お

よ
び
補
充
員
（
４
人
）
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
の
指
名
推

選
に
よ
り
全
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

条
例
の
制
定

第１回定例会

令和６年第１回議会定例会

故小 澤 征 爾氏に
永世名誉町民称号を贈呈

山
ノ
内
町
を
愛
し
た
小
澤
さ
ん

　
2
月
6
日
、
世
界
的
指
揮
者

で
あ
り
、
町
名
誉
町
民
で
も
あ

る
小
澤
征
爾
氏
が
88
年
の
生
涯

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
小
澤
氏
は
１
９
３
５
年
（
昭

和
10
年
）、
旧
満
州
の
生
ま
れ
。

１
９
７
３
年
か
ら
ボ
ス
ト
ン
交

響
楽
団
の
音
楽
監
督
を
29
年
間

務
め
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
文

化
勲
章
を
受
章
、
２
０
１
６
年

に
は
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　
小
澤
氏
は
、
奥
志
賀
高
原
を

訪
れ
た
際
に
こ
の
地
を
気
に
入

り
、
１
９
８
５
年
に
別
荘
を
建

築
後
は
た
び
た
び
当
町
を
訪
れ

ま
し
た
。
１
９
８
６
年
に
は
当

町
の
友
人
を
介
し
て
「
地
元
の

中
学
生
に
是
非
、
生
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
の
申
し
出
か
ら
、
山
ノ

内
中
学
校
で
の
第
１
回
小
澤
コ

ン
サ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
小
澤
氏
の
指
揮
に
よ
る
一
流

音
楽
家
の
演
奏
と
中
学
生
の
合

唱
と
い
う
交
流
は
毎
年
続
き
、

１
９
９
１
年
に
小
澤
氏
は
町
名

誉
町
民
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基

づ
き
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援

に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、

町
の
責
務
、
町
民
、
事
業
者
の

役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
支
援
に
関
す
る
事
項
を
定

め
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者

の
早
期
回
復
、
軽
減
、
生
活
の

再
建
お
よ
び
権
利
利
益
の
保
護

を
は
か
る
こ
と
で
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
者
等
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
支
援
金

の
給
付
も
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
県
の
施
設
と
し
て

町
に
管
理
委
託
さ
れ
て
き
た
長

野
県
志
賀
高
原
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
（
志
賀
高
原
総
合
会
館
98

内
）
が
、
県
か
ら
無
償
譲
渡
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
設
置
等
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
に
は
30
回

目
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
を
記
念

し
、
中
学
校
に
「
小
澤
ル
ー
ム

30
」
が
設
け
ら
れ
、
小
澤
氏
の

写
真
や
愛
用
品
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
小
澤
氏
へ
の
永
世
名
誉
町
民

称
号
の
贈
呈
は
、
す
べ
て
の
町

民
に
音
楽
の
す
ば
ら
し
さ
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
活
動
を
通
じ

て
、
感
動
と
潤
い
を
与
え
、
音

楽
文
化
の
発
展
、
文
化
の
か
お

り
高
い
人
づ
く
り
の
礎
を
築
か

れ
た
功
績
が
顕
著
で
あ
り
、
後

世
に
わ
た
り
顕
彰
す
る
も
の
で

す
。

犯
罪
被
害
者
等

　
　
　
　
支
援
条
例

志
賀
高
原
自
然
保
護

セ
ン
タ
ー
条
例

県
か
ら
無
償
譲
渡
を
受
け

自
然
公
園
施
設
と
し
て
設
置
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審議議案と議員の賛否 令和６年第１回定例会公開します
上程議案　　　賛成：○　反対：●　欠席：欠
　　　全賛…全員賛成で可決・承認・認定・採択・同意
　　　賛多…賛成多数で可決・承認・認定・採択・同意
　　　賛少…賛成少数で否決・不承認・不認定・不採択・不同意

結
果

小
田　
孝
志

畔
上　
恵
子

小
林　
　
仁

志
鷹　
慎
吾

塚
田　
一
男

湯
本
る
り
子

徳
竹　
栄
子

髙
田　
佳
久

渡
辺　
正
男

山
本　
光
俊

小
林　
克
彦

白
鳥　
金
次

湯
本　
晴
彦

永世名誉町民の称号の贈呈について 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議会委員会条例の一部改正（簡易採決） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和５年度　一般会計補正予算（第７号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和５年度　国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和５年度　後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和５年度　介護保険特別会計補正予算（第４号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和５年度　公共下水道事業会計補正予算（第２号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和５年度　水道事業会計補正予算（第３号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
職員定数条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の
一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
職員の育児休業等に関する条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
町総合計画審議会条例の一部改正する条例の制定 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
国民健康保険税条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
長野県志賀高原自然保護センター条例の制定 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
町営水道条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者
の資格基準に関する条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
消防団員等公務災害補償条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
介護保険条例の一部改正 賛多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―
犯罪被害者等支援条例の制定 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和６年度　一般会計予算 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和６年度　国民健康保険特別会計予算 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和６年度　後期高齢者医療保険特別会計予算 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和６年度　介護保険特別会計予算　 賛多 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ―
令和６年度　公共下水道事業会計予算 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和６年度　農業集落排水事業会計予算 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和６年度　水道事業会計予算 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和５年度　一般会計補正予算（第８号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指
定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準を定める条例の一部改正

全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営、指定介護予防支援等に係る
介護予防のための効果的な支援の方法等の基準に関する条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
指定居宅介護支援等の事業の従業者及び運営の基準に関する条例の一部
改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
人権擁護委員の候補者の推薦について 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
固定資産評価審査委員会委員の選任について① 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
固定資産評価審査委員会委員の選任について② 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
農業委員会委員の任命について 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ―
教育委員会委員の任命について 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
選挙管理委員及び同補充員の選挙について（簡易採決） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

　
令
和
6
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
を
、
基
金
（
４
年
度
末
残

高
で
約
２
億
６
０
０
０
万
円
）

の
活
用
で
平
均
14
・
88
％
引
き

下
げ
る
も
の
で
す
。
９
年
度
県

課
税
一
本
化
に
向
け
て
、
資
産

割
課
税
を
廃
止
し
、
４
方
式
か

ら
３
方
式
に
移
行
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下

げ
は
、
令
和
2
年
度
に
平
均

10
・
7
％
引
き
下
げ
ら
れ
て
以

来
の
こ
と
で
す
。

条
例
の

条
例
の

　　  
一
部
改
正

一
部
改
正

　
介
護
保
険
第
9
期
（
令
和
６

～
８
年
度
）
の
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
）
の
介
護
保
険

料
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。
所

得
段
階
は
第
8
期
の
10
段
階
か

ら
13
段
階
に
細
分
化
さ
れ
、
基

準
と
な
る
第
5
段
階
で
は
、
月

額
５
４
０
０
円
か
ら
１
０
０
円

（
1.9
％
）
の
値
上
げ
で
５
５
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例

資
産
割
廃
止　

保
険
税

14
・
88
％
引
き
下
げ

介
護
保
険
条
例

第
9
期
介
護
保
険
料

1.9
％
値
上
げ



論戦

ズバリズバリここが知りたいここが知りたい
防災・減災対策、小学校1校統合、地域公共交通、帯状疱疹ワク
チン接種助成、インバウンドの対応、令和６年度予算について、
公共施設の整備、野生鳥獣被害防止対策、実質ゼロカーボン宣言
の実行策、旧泉保育園舎、危機的な人口減少、農業経営基盤強化
促進の「地域計画」策定について、など

　２月29日、３月１日の２日間にわたり行われ、登壇議員は６人、傍聴者は延べ４０人でした。

議会だより第138号令和6年4月 24

一般質問

　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政
全般にわたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論
であることから、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者 1 人の質問時間は 25 分です（答弁を含めて概ね 1 時間）。

① 渡辺　正男
・公共施設の整備にどう取り組むか
・地域公共交通の充実にどう取り組むか
・農業経営基盤強化促進の「地域計画」策定にどう取り組むか

② 畔上　恵子
・防災・減災対策について

・帯状疱疹ワクチン接種助成について

③ 湯本るり子
・補聴器助成について　　　　　・旧泉保育園舎について
・保健センターについて　　　　・教育委員会事務室について
・小学校統廃合について

④ 白鳥　金次
・令和６年度予算について　　　　　・学校教育について
・インバウンドの対応について　　　・地域公共交通について
・野生鳥獣被害防止対策について　　・職員採用について

⑤ 塚田　一男
・災害への備えについて
・断水とその対応について
・地域公共交通について

⑥ 小林　克彦
・小学校１校統合について
・危機的な人口減少について
・実質ゼロカーボン宣言の実行策について
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公共施設の耐震化の現状と課題は
個別施設計画に基づき取り組んでいる

学
校
施
設
の
耐
震
化
は

教
育
長　

中
学
校
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
令
和
元
年
度
に
か
け

て
、
長
寿
命
化
に
合
わ
せ
て
耐

震
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
東

小
学
校
が
昭
和
56
年
度
、
西
小

学
校
が
昭
和
60
年
度
、
南
小
学

校
が
平
成
元
年
度
、
給
食
セ
ン

タ
ー
が
昭
和
57
年
度
の
竣
工
で
、

い
ず
れ
も
新
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
る
。
し
か
し
、
老
朽
化

で
長
寿
命
化
な
ど
の
大
規
模
改

修
を
計
画
的
に
す
す
め
る
必
要

が
あ
る
。
児
童
数
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
、
小
学
校
の
統
合

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
最
適
な
教

育
環
境
の
維
持
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

中
学
敷
地
内
は
整
備
済
み 

統
合
小
建
設
に
は
不
向
き

質
問　

個
別
施
設
計
画
の
学
校

関
連
で
は
、
避
難
所
と
し
て
の

機
能
も
含
め
、
向
こ
う
20
年
で

計
画
改
修
に
10
億
か
ら
20
億
円

で
維
持
し
て
い
け
る
と
思
う
。

中
学
校
は
長
寿
命
化
済
み
、
給

食
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
先
10
年
以

上
改
修
予
定
な
し
で
整
備
済
み

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現

状
で
３
小
学
校
を
廃
止
し
て
、

整
備
済
み
の
中
学
校
敷
地
内
に

借
金
も
残
る
給
食
セ
ン
タ
ー
を

つ
ぶ
し
て
ま
で
新
設
小
学
校
を

建
て
る
と
い
う
の
は
、
狭
い
だ

け
で
な
く
、
財
政
的
に
も
無
理

の
あ
る
計
画
と
思
う
が
。

町
長　

中
学
校
に
プ
ー
ル
と
給

食
セ
ン
タ
ー
を
つ
ぶ
し
て
小
学

校
を
狭
い
と
こ
ろ
に
押
し
込
む

と
い
う
計
画
に
つ
い
て
、
私
は

選
挙
の
と
き
か
ら
立
ち
止
ま
っ

て
見
直
す
と
い
う
宣
言
を
し
て

い
る
。
も
と
も
と
か
な
り
無
理

の
あ
る
計
画
だ
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
今
回
、
概
算
見
積
り
で

50
億
円
以
上
と
い
う
も
の
を
、

将
来
に
わ
た
る
負
債
と
し
て
持

ち
込
む
の
も
ど
う
か
と
、
そ
れ

を
子
ど
も
た
ち
の
世
代
へ
つ
け

に
回
す
の
も
私
と
し
て
は
し
た

く
な
い
と
い
う
思
い
で
、
私
案

と
し
て
の
意
見
を
持
っ
て
い
る
。

耐
震
化
工
事
が
終
わ
っ
て
い
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
な
る
べ
く
長

く
使
う
べ
き
と
い
う
こ
と
が
環

境
に
も
配
慮
し
た
町
政
運
営
か

と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

今
あ
る
小
学
校
を
必
要

な
計
画
改
修
を
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
内
容
を
充
実

さ
せ
、
本
当
に
必
要
な
時
期
が

来
た
ら
、
統
合
で
あ
れ
ば
統
合
、

小
・
中
一
貫
、
あ
る
い
は
義
務

教
育
学
校
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
検
討
す
る
べ
き
と
思
う
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
保
護
者
、

各
地
域
の
住
民
、
現
場
の
先
生

方
と
十
分
協
議
を
し
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
現
場
の
思
い
、
願

い
に
沿
っ
た
統
合
計
画
と
い
う

こ
と
で
、
中
学
校
敷
地
へ
の
併

設
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
す
す

め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
、

町
長
が
、
よ
り
ソ
フ
ト
、
人
材

に
手
厚
く
財
源
を
割
く
と
い
う

方
針
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
理
解
で
き
る
が
、
現
場

の
意
見
と
し
て
は
、
中
学
校
敷

地
へ
の
併
設
が
教
育
上
も
ベ
タ

ー
と
の
考
え
方
で
、
こ
れ
ま
で

議
論
が
す
す
ん
で
き
た
と
い
う

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

古き日を　忘るるなと
や　桜咲く（一茶）
大盛況だった桜まつり
古（いにしえ）の桜守り
に思いを馳せる

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

渡辺正男のつぶやき

渡
わ た

辺
な べ

　正
ま さ

男
お

町長

中学校管理棟の長寿命化工事（令和元年６月）
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防
災
訓
練
・
地
区
防
災
計
画
・
住
民
へ
の
啓
発
は
重
要
な
課
題

 

各
種
防
災
訓
練
の 

 

実
態
は

危
機
管
理
課
長　

コ
ロ
ナ
の
影

響
で
本
年
度
は
、
４
年
ぶ
り
に

山
ノ
内
町
総
合
防
災
訓
練
と
し

て
実
践
的
な
訓
練
を
し
た
。「
地

域
の
命
は
地
域
で
守
る
」
を
テ

ー
マ
に
、
実
際
に
町
災
害
本
部

を
立
ち
上
げ
、
中
学
校
・
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
避
難
所
と
し

て
開
設
。
本
番
さ
な
が
ら
の
訓

練
を
行
っ
た
。
高
齢
者
等
避
難

指
示
の
発
令
基
準
、
避
難
場
所

の
開
設
や
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

反
省
点
も
あ
り
改
善
を
検
討
し

て
い
る
。

質
問　

夜
間
の
訓
練
を
今
後
実

施
す
る
計
画
は
。

危
機
管
理
課
長　

過
去
に
１
度

訓
練
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
今
後

の
訓
練
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

地
区
防
災
計
画
の
進
捗

状
況
は
。

危
機
管
理
課
長　

現
在
策
定
中

の
地
区
は
数
件
あ
る
が
、
策
定

に
至
っ
た
地
区
は
な
い
。
本
年

度
、
町
で
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
の
策
定
に
と

も
な
う
協
力
や
、
避
難
情
報
の

発
令
基
準
の
見
直
し
な
ど
、
地

区
防
災
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

た
だ
き
た
い
情
報
を
整
備
し
て

い
る
。
こ
の
情
報
を
も
と
に
自

主
防
災
組
織
と
協
力
し
、
地
区

防
災
計
画
の
策
定
支
援
を
す
す

め
て
い
く
。

質
問　

災
害
時
備
蓄
食
品
の
有

効
活
用
は
。

危
機
管
理
課
長　

本
年
度
、
新

た
に
各
自
主
防
災
組
織
に
避
難

議会だより第138号令和6年4月 26
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２

※１　アルファ米：炊飯または
蒸
む し に

煮した米を、急速乾燥処理に
よって状態を固定させた乾燥米
飯のこと。
※２　フードバンク：包装の破
損や過剰在庫、印字ミスなどの
理由で流通することができない
食品を、企業などから寄贈して
いただき、必要としている施設
や団体、困窮世帯に無償で提供
する活動のこと。
※３　防災士：特定非営利活動
法人日本防災士機構が認定する
民間資格で、社会の様々な場で、
減災と社会の防災力向上のため
の活動が期待され、そのために
十分な意識・知識・技能を有す
る者として認められた人のこと。

※
１

危
機
管
理
課
長

雪どけの土手に
何気なく芽を出し
ているふきのとう
春ですね

所
開
設
に
必
要
な
備
蓄
食
料
の

配
布
を
行
い
、
各
地
区
の
防
災

倉
庫
に
ア
ル
フ
ァ
米
、
白
米
、

ワ
カ
メ
ご
飯
や
ク
ラ
ッ
カ
ー
、

パ
ン
な
ど
、
２
０
０
０
食
超
の

食
料
を
備
蓄
し
て
い
る
。
賞
味

期
限
を
迎
え
る
食
品
は
、
町
防

災
訓
練
で
配
布
し
て
い
る
。
配

布
し
切
れ
な
か
っ
た
分
に
つ
い

て
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
じ
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
で
利

用
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

住
民
へ
の
意
識
啓
発
の

工
夫
は
。

危
機
管
理
課
長　

令
和
２
年
度

に
全
戸
へ
防
災
マ
ッ
プ
を
配
布

し
て
い
る
。
広
報
誌
に
て
、
防

災
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
最
新

情
報
を
掲
載
し
総
合
防
災
訓
練
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓
練
放
送
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。

質
問　

防
災
士
資
格
取
得
へ
の

町
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

危
機
管
理
課
長　

各
自
主
防
災

組
織
へ
も
、
令
和
元
年
度
よ
り

補
助
金
交
付
要
綱
で
３
万
円
の

補
助
対
象
と
し
て
い
る
。
町
職

員
で
２
人
取
得
し
て
い
る
が
、

今
後
周
知
や
利
用
促
進
を
は
か

っ
て
い
く
。

 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

 

接
種
助
成
は

質
問　

県
の
取
り
組
み
状
況
と

動
向
は
。

健
康
福
祉
課
長　

県
が
２
分
の

１
の
補
助
を
行
っ
た
場
合
、
時

期
は
未
定
だ
が
利
用
し
た
い
。

そ
の
後
、
県
に
問
い
合
わ
せ
を

し
た
と
こ
ろ
、
令
和
６
年
度
は
、

予
算
措
置
に
つ
い
て
は
保
留
と
。

現
状
、
任
意
接
種
だ
が
定
期
接

種
化
の
方
向
へ
す
す
む
よ
う
国

の
方
へ
働
き
か
け
て
い
く
と
の

県
の
回
答
。

危
機
管
理
課
長

質
問

防
災
・
減
災
に
対
す
る
施
策
は 畔

あ ぜ が み

上 恵
け い こ

子

畔上恵子のつぶやき

危
機
管
理
課
長

質
問

危
機
管
理
課
長

質
問

危
機
管
理
課
長

質
問

危
機
管
理
課
長

質
問

健
康
福
祉
課
長

質
問

町
長

町防災訓練の様子（令和５年９月２日・山ノ内中学校体育館）

※
３
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旧
泉
保
育
園
の 

 

跡
地
利
用
は

質
問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
は
令
和
６
年
度
取
り
壊

し
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
。

健
康
福
祉
課
長　

跡
地
利
用
が

決
ま
ら
な
い
と
過
疎
債
が
借
り

ら
れ
な
い
た
め
、
令
和
８
年
度

に
先
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

質
問　

源
湯
も
あ
る
あ
の
場
所

に
、
風
呂
つ
き
の
公
営
住
宅
と

か
跡
地
利
用
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

考
え
た
こ
と
は
な

い
。
今
後
、
利
用
価
値
が
あ
る

か
ど
う
か
も
含
め
検
討
し
た
い
。

質
問　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、
高
齢
者
・

歩
行
困
難
者
に
は
使
い
に
く
い

と
の
声
が
あ
る
。
改
善
は
。

健
康
福
祉
課
長　

２
階
を
使
用

す
る
事
業
は
、
現
状
ほ
と
ん
ど

な
い
。
今
後
も
改
修
の
予
定
は

な
く
、
歩
行
困
難
な
方
が
利
用

す
る
場
合
は
１
階
で
行
う
よ
う

工
夫
し
て
い
く
。

質
問　

教
育
委
員
会
事
務
室
は
、

入
り
に
く
い
と
い
う
声
が
あ
り
、

機
構
改
革
に
あ
わ
せ
て
改
善
は
。

町
長　

4
月
か
ら
教
育
委
員
会

に
設
置
す
る「
こ
ど
も
未
来
課
」

は
、
２
階
の
フ
ロ
ア
に
移
る
。

ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な
り
、
改
善

が
は
か
ら
れ
る
と
思
う
。

補
聴
器
購
入
の
助
成
を

健
康
福
祉
課
長　

身
体
障
害
者

へ
の
補
装
具
と
し
て
の
助
成
は

あ
る
が
、
高
齢
者
へ
の
助
成
は

な
い
の
で
、
検
討
は
必
要
。

質
問　

県
内
で
は
、
15
市
町
村

で
実
施
し
て
い
る
が
。

健
康
福
祉
課
長　

金
額
に
上
限

は
あ
る
も
の
の
、
県
内
で
は
13

市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
。
町

も
研
究
・
検
討
を
し
た
い
。

 

小
学
校
の
統
廃
合
は

質
問　

現
在
の
進
捗
状
況
、
ど

ん
な
検
討
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

中
学
校
敷
地
で
は
、
狭

小
校
舎
の
可
能
性
が
高
い
た
め
、

西
小
へ
の
統
合
な
ど
複
数
案
で

検
討
し
て
き
た
。
新
校
舎
建
築

に
は
概
算
50
億
円
。
現
在
の
町

財
政
で
は
現
実
的
で
な
い
。
教

育
内
容
の
充
実
・
魅
力
あ
る
学

校
を
つ
く
る
こ
と
は
必
要
不
可

欠
だ
が
、
整
備
計
画
方
針
を
ハ

ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
変
更
す
る

方
向
で
教
育
委
員
会
と
議
論
し

て
い
る
。

質
問　

要
望
が
あ
っ
た
２
校
案

は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

教
育
長　

２
校
案
も
含
め
様
々

な
意
見
を
い
た
だ
き
、
検
討
し

て
き
た
。

質
問　

複
数
案
の
比
較
検
討
は

さ
れ
た
の
か
。

教
育
長　

中
学
校
敷
地
へ
の
併

設
案
に
加
え
て
、
西
小
を
活
用

す
る
こ
と
を
想
定
し
た
統
合
プ

ラ
ン
も
作
成
し
、
検
討
し
た
。

質
問　

通
学
距
離
、
児
童
数
で

考
え
る
と
西
小
・
南
小
の
２
校

使
用
が
最
適
と
思
う
が
。

教
育
長　

検
討
し
た
が
、
１
校

統
合
が
ベ
ス
ト
と
い
う
結
論
。

質
問　

決
定
方
法
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

3
月
下
旬
ま
で
に
総

合
教
育
会
議
を
開
き
、
公
開
の

場
で
町
長
と
教
育
委
員
に
よ
る

統
合
方
針
に
向
け
て
協
議
し
、

教
育
委
員
会
臨
時
会
で
統
合
案

と
す
す
め
方
を
決
定
し
た
い
。

旧泉保育園舎は破損箇所が目立つが
　取り壊し予定を先送りし 検討中

使われなくなって破損箇所が目立つ旧泉保育園

質
問

質
問

質
問

総
務
課
長

教
育
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

教
育
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

　将来　宇宙飛行士に
なりたい・アイドルにな
りたい・警察官になりた
い　などなど、元気に発
表する卒園児たち。４月
にはピカピカの１年生
 ですね

町
長

町
長

湯
ゆ も と

本るり子
こ

湯本るり子のつぶやき

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

教
育
長

教
育
長

町長



一般質問

急
増
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
応
は

町
長  

地
獄
谷
野
猿
公
苑
に
は
、

昨
年
10
月
以
降
、
国
内
観
光
客

を
上
回
る
外
国
人
観
光
客
が
来

園
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
、
冬
期
シ
ー
ズ
ン
前
に

野
猿
公
苑
の
発
着
地
点
で
も
あ

る
志
賀
高
原
ロ
マ
ン
美
術
館
周

辺
に
、
仮
設
ト
イ
レ
と
仮
設
待

合
室
の
設
置
、
美
術
館
内
に
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ

の
配
置
を
し
て
い
る
が
、
急
増

す
る
外
国
人
観
光
客
へ
の
様
々

な
課
題
に
追
い
つ
い
て
い
な
い

面
が
あ
る
。
湯
田
中
駅
周
辺
に

お
い
て
も
電
車
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
情
報
や

飲
食
店
を
探
す
状
況
が
見
受
け

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
す
す
む
外
国

人
観
光
客
へ
顧
客
満
足
度
の
向

上
の
た
め
の
受
入
環
境
整
備
を

急
ぐ
中
で
、
観
光
庁
の
補
助
事

業
を
検
討
し
、
志
賀
高
原
ロ
マ

ン
美
術
館
、
湯
田
中
駅
周
辺
に

交
通
情
報
、
町
内
観
光
地
を
紹

介
で
き
る
設
備
な
ど
の
対
策
を

考
え
て
い
る
。

 

地
域
公
共
交
通 

 

路
線
バ
ス
の
状
況
は

町
長  

１
月
21
日
か
ら
長
野
市

内
の
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
、
運

転
手
不
足
の
理
由
で
、
当
面
の

間
、
日
曜
日
を
運
休
す
る
と
い

う
長
電
バ
ス
の
発
表
が
あ
っ
た
。

町
内
の
路
線
バ
ス
に
関
し
て
は
、

長
電
バ
ス
が
運
行
す
る
菅
線
、

上
林
線
、
奥
志
賀
高
原
線
、
白

根
火
山
線
が
あ
る
。
運
転
手
不

足
は
、
当
町
の
地
域
公
共
交
通

確
保
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
現
行
路
線
の
動
向
を
見

守
り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地

域
交
通
の
確
保
を
最
重
要
課
題

と
し
て
、
路
線
バ
ス
の
維
持
確

保
、
楽
ち
ん
バ
ス
の
拡
充
を
す

す
め
て
い
き
た
い
。

質
問  

バ
ス
の
運
転
手
不
足
に

よ
り
路
線
バ
ス
の
撤
退
も
視
野

に
あ
る
こ
と
や
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
運
行
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
町
の
産
業
を
担
う
様
々
な

業
種
に
お
い
て
も
人
手
不
足
問

題
が
あ
る
。
町
と
し
て
は
難
し

い
が
、
解
決
策
へ
の
考
え
は
。

観
光
商
工
課
長　

求
人
求
職
マ

ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

と
し
て
、
新
年
度
予
算
に
９
０

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
近

隣
市
町
村
も
含
め
た
住
民
ま
た

観
光
客
な
ど
の
す
き
間
時
間
を

有
す
る
人
材
を
有
効
活
用
す
る

た
め
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

人
手
不
足
の
解
消
を
は
か
っ
て

い
き
た
い
。

反
問　

議
員
が
考
え
る
解
決
方

法
が
何
か
あ
っ
た
ら
、
逆
に
ご

教
授
い
た
だ
き
た
い
。

反
問
回
答　

総
務
省
で
、
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制

度
が
あ
る
。
県
内
で
は
生
坂
村

と
小
谷
村
の
組
合
が
総
務
省
か

ら
認
定
さ
れ
て
い
る
。
組
合
に

市
町
村
が
財
政
支
援
を
行
う
場

合
に
、
国
の
財
政
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
当
町
で
も

研
究
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し

た
い
。

受
入
体
制
整
備
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
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質
問

町
長

※

町
長

反
問

志賀高原ロマン美術館横の仮設トイレ

反
問
回
答

白
し ろ と り

鳥 金
き ん

次
じ

白鳥金次のつぶやき

黄色い帽子の
「ピッカピカのぉ～

１年生♪」
町内で５８人

笑顔いっぱい輝いてる
友達いっぱいつくろうね

観
光
商
工
課
長

町
長

※　特定地域づくり事
業協同組合制度：都会
から移住してきた若者
らを人手不足の産業へ
派遣する、安定した収
入と社会保険も保証し、
着実に移住者の定住に
つなげる狙いで打ち出
している制度。



一般質問
 

災
害
用
備
蓄
用
品
は

質
問　

備
蓄
品
目
と
そ
の
数
量

は
。

危
機
管
理
課
長　

災
害
に
必
要

な
物
品
と
し
て
、
食
料
、
飲
料

水
を
は
じ
め
、
避
難
所
で
使
用

す
る
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
毛
布

な
ど
の
寝
具
、
お
む
つ
な
ど
の

衛
生
用
品
、
断
水
時
対
応
の
簡

易
ト
イ
レ
な
ど
を
各
学
校
お
よ

び
公
民
館
の
防
災
倉
庫
で
保
管

し
て
い
る
。

　

な
お
、
計
画
で
は
食
料
お

よ
び
飲
料
水
は
、
住
民
自
ら

約
３
日
分
の
備
蓄
協
力
を
前

提
と
し
て
い
る
。
人
口
の
５

％
、
５
７
０
人
の
２
食
分
で

１
１
４
０
食
分
と
な
る
。

質
問　

補
正
人
口
（
観
光
客
）

対
応
の
備
蓄
は
。

危
機
管
理
課
長　

補
正
人
口
分

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
当

町
は
観
光
の
町
で
あ
り
、
観
光

客
も
被
災
し
得
る
こ
と
か
ら
、

実
備
蓄
量
は
、
余
裕
を
持
た
せ

る
た
め
、
３
食
分
を
め
ど
に
備

蓄
。

質
問　

当
町
は
寒
冷
地
で
あ
る
。

冬
期
の
災
害
発
生
時
の
低
体
温

症
防
止
か
ら
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

ア
ル
ミ
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
、
カ
イ

ロ
な
ど
の
備
蓄
見
直
し
検
討
は
。

危
機
管
理
課
長　

防
寒
対
策
面

の
備
蓄
数
は
若
干
で
、
全
員
に

対
応
で
き
る
も
の
は
な
く
、
対

策
と
し
て
は
不
十
分
な
状
況
で

は
あ
る
。
こ
の
た
め
、
避
難
所

の
体
育
館
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

暖
房
機
器
等
の
配
備
補
助
を
検

討
し
た
い
。

 

避
難
所
の 

 

ス
フ
ィ
ア
基
準
は

危
機
管
理
課
長　

難
民
キ
ャ
ン

プ
等
の
関
係
で
、
国
際
赤
十
字

な
ど
で
避
難
所
環
境
の
最
低
基

準
を
定
め
た
も
の
が
、
そ
れ
と

認
識
し
て
い
る
。

質
問　

こ
の
基
準
は
、
国
際
赤

十
字
な
ど
が
１
９
９
８
年
に
ま

と
め
た
避
難
所
の
国
際
基
準
で
、

欧
米
で
は
、
女
性
用
ト
イ
レ
は

男
性
ト
イ
レ
の
３
倍
と
し
っ
か

り
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
検
討

は
。

危
機
管
理
課
長　

携
帯
ト
イ
レ

の
備
蓄
は
あ
る
が
、
基
準
に
基

づ
く
検
討
は
し
て
い
な
い
。
女

性
用
を
増
や
す
な
ど
、
検
討
を

す
す
め
た
い
。

質
問　

避
難
所
に
お
け
る
災
害

関
連
死
お
よ
び
感
染
症
防
止
の

た
め
、
Ｔ
Ｋ
Ｂ
環
境
向
上
対
策

は
。

危
機
管
理
課
長　

避
難
所
環
境

対
策
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
こ

の
観
点
で
見
直
し
を
し
て
い
る
。

高
齢
者
避
難
の
際
、
空
調
完
備

場
所
の
有
効
活
用
な
ど
、
自
主

防
災
組
織
の
協
力
の
も
と
、
検

討
し
た
い
。

 

自
主
防
災
組
織
と 

 

訓
練
は

質
問　

自
主
防
災
組
織
対
象
の

研
修
会
実
施
お
よ
び
防
災
訓
練

の
あ
り
方
の
検
討
は
。

危
機
管
理
課
長　

自
主
防
災
組

織
や
区
長
会
で
意
見
を
伺
い
、

リ
ー
ダ
ー
研
修
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
防
災
訓
練
は
各
地
区
単

位
で
の
避
難
訓
練
を
6
年
度
に

実
施
し
た
い
。

災害時 孤立、外国人対応への備えは
　連絡網やマニュアルを検討したい

災害用備蓄倉庫（よませふれあいセンター敷地内）

質
問

質
問

29 令和6年4月 議会だより第138号

能登半島地震から
約４か月になるが
被災地の厳しい避
難生活に胸が痛む
災害への備えを

質
問

質
問

質
問

質
問

※１　スフィア基準：
災害や紛争の被災者に
対する人道支援活動の
ために策定された「人
道憲章と人道対応に関
する国際的な最低基
準」の通称。
※２　ＴＫＢ：災害関
連死防止のため、避難
所環境向上の柱として、
衛生的なトイレ（Ｔ）
暖かい食事提供のキッ
チン（Ｋ）ぐっすり眠
れるベッド（Ｂ）の整備。

塚
つ か だ

田 一
か ず お

男

塚田一男のつぶやき

危
機
管
理
課
長

危
機
管
理
課
長

危
機
管
理
課
長

危
機
管
理
課
長

危
機
管
理
課
長

危
機
管
理
課
長

危
機
管
理
課
長

町長

※
１

※
２



一般質問
質
問　

町
長
の
魅
力
あ
る
学
校

の
内
容
や
合
意
期
限
は
幾
度
か

変へ
ん
せ
ん遷

し
て
い
る
が
、
特
に
「
中

学
校
敷
地
内
は
狭
く
、
認
め
ら

れ
な
い
」
と
の
考
え
に
変
わ
り

が
な
け
れ
ば
、
現
計
画
は
町
民

合
意
で
あ
る
か
ら
教
育
委
員
会

と
し
て
変
更
も
で
き
ず
進
展
は

望
め
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

中
学
校
敷
地
へ
の
併

設
で
複
数
案
を
提
示
し
理
解
を

得
る
べ
く
努
力
し
て
き
た
。

質
問　

提
案
の
や
り
取
り
を
し

て
き
た
と
い
う
が
、
町
長
か
ら

の
提
案
は
何
か
。

教
育
長　

具
体
的
に
は
教
育
に

よ
る
移
住
を
推
進
す
る
。
少
子

化
対
策
、
人
口
増
に
貢
献
で
き

る
学
校
教
育
の
魅
力
化
だ
っ
た

が
、
既
定
計
画
に
そ
っ
て
努
力

し
て
き
た
。

質
問　

町
長
と
教
育
委
員
会
の

法
的
な
業
務
範
囲
は
ど
う
か
。

民主主義はどこへ

　民意はむなし

な
ぜ 

１
校
統
合
議
論
に
１
年
間
も
か
か
っ
て
い
る
の
か

選
挙
で
選
ば
れ
た
か
ら
に
は　

公
約
ど
お
り
見
直
し
が
責
務

町
長　

教
育
委
員
会
は
学
校
の

方
向
性
や
実
務
、
町
長
は
予
算

執
行
の
判
断
を
す
る
と
認
識
し

て
い
る
。

質
問　

そ
の
考
え
の
も
と
に
議

論
を
１
年
間
す
す
め
て
き
た
か
。

町
長　

私
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
伝

え
て
議
論
し
て
い
た
と
思
う
。

質
問　

今
日
の
地
方
紙
に
、
町

長
の
発
言
と
し
て
「
ハ
ー
ド
に

大
き
な
金
額
は
か
け
ら
れ
な
い
。

既
存
校
の
西
小
学
校
で
ど
う
か

と
提
案
し
た
」
と
あ
る
。
し
か

し
、
金
額
の
話
が
出
て
き
た
の

は
最
近
の
こ
と
で
あ
り
、
公
約

で
白
紙
委
任
さ
れ
た
と
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長　

選
挙
の
立
候
補
の
際
、

中
学
校
敷
地
は
狭
い
、
プ
ー
ル

が
な
く
な
る
不
安
が
あ
る
等
の

声
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
検
討
す
る
こ
と
、

ま
た
50
億
円
を
見
込
む
投
資
を

上
回
る
魅
力
が
必
要
と
教
育
委

員
会
に
も
伝
え
て
あ
る
。

質
問　

そ
れ
は
議
論
の
す
り
替

え
。
狭
い
と
い
っ
て
拒
否
し
た

も
の
を
、
い
く
ら
工
夫
を
し
て

も
、
１
㎡
も
広
が
ら
ず
魅
力
の

解
決
に
な
ら
な
い
。

町
長　

50
億
円
か
け
て
も
、
そ

れ
だ
け
の
魅
力
と
効
果
が
見
込

め
る
も
の
で
あ
れ
ば
い
い
と
教

育
委
員
会
に
は
伝
え
て
あ
る
。

質
問　

ハ
ー
ド
の
こ
と
で
は
、

体
育
館
や
プ
ー
ル
は
公
共
の
も

の
を
使
う
の
で
は
な
か
っ
た
の

か
。

町
長　

財
源
に
限
り
が
あ
る
の

で
、
優
先
順
序
に
よ
る
。
そ
れ

以
上
に
中
身
の
議
論
が
必
要
。

質
問　

さ
き
ほ
ど
、
現
計
画
に

は
ソ
フ
ト
の
視
点
が
欠
落
し
て

い
る
が
ご
と
く
の
発
言
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
ハ
ー
ド
に
集
中
し

て
き
た
議
論
に
よ
る
も
の
。
私

も
経
験
し
て
い
る
が
小
学
生
と

中
学
生
が
隣
同
士
で
学
ぶ
、
こ

れ
は
最
高
の
ソ
フ
ト
だ
。
建
物

も
見
か
け
で
な
く
、
冷
暖
房
、

副
担
任
や
専
科
教
員
な
ど
環
境

整
備
は
十
分
考
え
て
い
る
。

町
長　

小
中
連
携
校
を
否
定
は

し
て
い
な
い
。
中
身
の
魅
力
あ

る
議
論
が
あ
る
か
な
い
か
だ
。

ここに小中併設が現実的
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質
問

質
問

町
長

教
育
長
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問
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問

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

小林克彦のつぶやき

小
こ ば や し

林 克
か つ ひ こ

彦

教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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議 会 全 員 協 議 会

陳　情陳　情皆さんからの皆さんからの
受理番号 件　　　名 陳　情　者 採決結果

陳情第７号 年金制度における外国人への脱退一時金の是正
を求める意見書の採択を求める陳情 小坪　慎也 文書配付対応

第１回（１月 11 日）
⑴執行機関側からの提出案件
　①低所得者支援及び定額減税補足給付金について
⑵議会側からの提出案件
　①議員の辞職による委員会構成などの変更について
　　ア　議席及び議席番号について
　　イ　常任委員会の組織について
　②第 17 回議会報告会について

第２回（２月8日）
⑴議員研修（国民健康保険制度について）
⑵執行機関側からの提出案件
　①�令和６年度以降の国民健康保険税のあり方につい
て

⑶議会側からの提出案件
　①議会委員会条例の改正について
　②議会先例集の改正について

第3回（２月 27 日）
⑴執行機関側からの提出案件
　①�高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画に
ついて

　②介護保険制度改正に伴う条例の一部改正について
　③長野県志賀高原自然保護センターの移譲について
　④やまのうちスポーツクラブの設立について
　⑤学校給食費の改定について
　⑥小学校統合問題について

第４回（３月１日）
⑴執行機関側からの提出案件
　①地球温暖化対策実行計画（事務事業編）について
　②�いきいき健康増進プランやまのうち（健康増進計
画「令和６年度～令和 17 年度」）について

　③�国民健康保険・第３期保健事業実施計画（データ
ヘルス計画）・第４期特定健康診査等実施計画に
ついて

　④�障害者総合計画（第５期障害者計画・第７期障害
福祉計画・第３期障害児福祉計画）について

　⑤�美
び ば い

唄市（北海道）とのパートナーシップ協定締結
について

　⑥�フランス　サン・ジェルベ・レ・バン市との交流
について

⑵議会側からの提出案件
　①議会報告会について
　②小学校統合問題について

第５回（３月 19 日）
⑴執行機関側からの提出案件
　①町の財務書類（令和４年度決算）について
　②�フランス　サン・ジェルベ・レ・バン市との交流
について

⑵議会側からの提出案件
　①北信広域連合基本計画審議会委員の推薦について
　②�小学校統合問題に係る新聞報道等における町長へ
の申し入れについて

件　　　名 提　出　者 採決結果

発委第１号 議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 議会運営委員会 可決
全会一致

議会側からの議会側からの発　委発　委

陳情・発委・全員協議会



　

予
算
審
査
は
３
月
１
日
予
算
決
算
審
査
委

員
会
（
委
員
長
＝
白
鳥
金
次
、
副
委
員
長
＝

湯
本
る
り
子
）
に
付
託
。
５
日
か
ら
４
日
間
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
特

別
会
計
は
賛
成
多
数
（
反
対
２
）
で
可
決
。

　

そ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
と
公
共
下
水
道
事

業
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
、
水
道

事
業
会
計
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

《
共　

通
》

○�

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
は
、
住
民
の

利
便
性
向
上
を
は
か
る
と
と

も
に
、
業
務
効
率
化
に
つ
と

め
る
こ
と
。

《
総
務
費
》

〇�

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
実
証
運

行
結
果
に
配
慮
し
て
本
格
運

行
を
実
施
す
る
こ
と
。

〈
危
機
管
理
費
〉

○�

地
区
防
災
計
画
は
、
全
地
区

で
策
定
さ
れ
る
よ
う
支
援
に

つ
と
め
る
こ
と
。

○�

冬
期
間
に
お
け
る
防
災
訓
練

の
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
。

《
民
生
費
》

○�

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
配

慮
し
た
検
討
を
す
る
こ
と
。

○�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
は
、
住
民
の
利

用
希
望
の
把
握
に
つ
と
め
、

具
体
的
な
達
成
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
。

《
衛
生
費
》

○�

予
防
（
任
意
）
接
種
事
業
に

あ
た
っ
て
は
、
補
助
拡
充
を

検
討
す
る
こ
と
。

《
農
林
水
産
業
費
》

〇�

「
地
域
計
画
」
の
策
定
に
は

万
全
を
期
す
こ
と
。

〇�

い
の
ち
を
守
る
森
づ
く
り
事

業
は
、
内
容
を
精
査
し
、
継

続
す
る
こ
と
。

《
商
工
費
》

〇�

第
４
次
観
光
交
流
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
は
、
新
し
い
時
代
を
見

す
え
て
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
。

〇�

求
人
・
求
職
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
構
築
事
業
は
、
効
果

が
上
が
る
よ
う
に
つ
と
め
る

こ
と
。

《
土
木
費
》

〇�

危
険
な
空
家
の
解
消
と
と
も

に
、
増
や
さ
な
い
対
策
に
つ

と
め
る
こ
と
。

《
消
防
費
》

　

意
見
な
し

《
教
育
費
》

○�

小
学
校
統
合
は
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
が
、
よ
り
良
い

も
の
と
な
る
よ
う
つ
と
め
る

こ
と
。

○�

部
活
動
の
地
域
移
行
は
状
況

の
把
握
に
つ
と
め
、
広
域
連

携
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
す

る
こ
と
。

○�

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
は
、
拠
点
と
な
る
体
育
施

設
の
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
。

○�

給
食
費
の
公
会
計
化
お
よ
び

無
償
化
の
検
討
を
お
こ
な
う

こ
と
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

○�

保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
、
評

価
が
上
が
る
よ
う
努
力
す
る
こ

と
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

〇�

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付

金
・
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金

に
係
る
評
価
指
標
の
総
合
得
点

が
向
上
す
る
よ
う
つ
と
め
る
こ

と
。

水
道
事
業
会
計
予
算

〇�

水
源
お
よ
び
施
設
の
維
持
・
管

理
は
、
災
害
へ
の
備
え
を
含
め
、

計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

一
般
会
計

まちづくり観光局スタートの年まちづくり観光局スタートの年
子育て ・教育支援充実子育て ・教育支援充実

部
会
意
見

部
会
意
見

特
別
会
計
等

令和６年度一般会計予算
76億8300万円を全会一致で可決

予算審査
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改修工事の行われた楓の湯

志賀高原自然保護センター
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賛
成
討
論

渡
辺
正
男

　
福
祉
医
療
の
こ
ど
も
医
療
費
窓

口
完
全
無
料
化
は
、
私
も
提
言
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
歓
迎
す

る
。
今
後
、
障
が
い
者
や
ひ
と
り

親
医
療
に
も
拡
大
を
期
待
す
る
。

学
校
給
食
費
半
額
負
担
化
の
た
め

の
補
助
金
２
１
３
８
万
円
も
評
価

す
る
。
町
長
公
約
で
あ
る
完
全
無

料
化
に
向
け
て
、
今
後
い
っ
そ
う

の
努
力
を
期
待
す
る
。
小
中
学
校

教
員
加
配
事
業
、
国
際
理
解
教
育

推
進
事
業
の
大
幅
増
額
も
、
町
独

自
の
教
育
支
援
策
と
し
て
そ
の
成

果
に
期
待
す
る
。

　 

賛
成
討
論　

渡
辺
正
男

　

こ
れ
ま
で
、
何
年
か
反
対
し
て

き
た
が
、
今
回
は
、
思
い
切
っ
た

保
険
税
負
担
軽
減
を
評
価
し
、
賛

成
し
た
い
。
懸
案
だ
っ
た
資
産
割

の
廃
止
で
４
方
式
か
ら
３
方
式
に

移
行
。
２
億
６
０
０
０
万
円
に
上

る
基
金
の
活
用
で
平
均
14
・
88
％

の
値
下
げ
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま

で
、
県
納
付
金
を
２
％
増
し
で
計

算
す
る
こ
と
を
や
め
、
予
定
収
納

率
を
３
か
年
収
納
実
績
平
均
か
ら

国
推
奨
の
97
％
に
改
め
る
な
ど
、

改
善
が
は
か
ら
れ
て
き
た
。
こ
の

点
も
率
直
に
評
価
し
た
い
。

 

反
対
討
論　

渡
辺
正
男

　
介
護
保
険
料
は
、
所
得
段
階
が

10
段
階
か
ら
13
段
階
に
細
分
化

さ
れ
、
基
準
と
な
る
第
５
段
階

で
は
、
月
額
５
４
０
０
円
か
ら
１

０
０
円
、
1.9
％
の
値
上
げ
と
な

っ
た
。
低
所
得
段
階
で
は
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
も
の
の
、
平
均
で
は

値
上
げ
に
変
わ
り
な
い
。
第
8
期

で
も
保
険
給
付
費
を
過
大
に
見
込

み
、
多
額
の
実
質
余
剰
金
を
残
し

て
き
た
過
去
を
真
摯
に
分
析
・
反

省
す
る
な
ら
、
第
９
期
の
介
護
保

険
料
は
値
上
げ
ど
こ
ろ
か
思
い
切

っ
た
値
下
げ
が
で
き
た
は
ず
。

予
算
決
算
審
査
委
員
会
　
委
員
長

白
鳥
　
金
次

総
括
意
見

　
我
が
国
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３

年
間
を
乗
り
越
え
、
改
善
し
つ
つ
あ

る
。
30
年
ぶ
り
と
な
る
高
水
準
の
賃

上
げ
や
、
企
業
の
高
い
投
資
意
欲
な

ど
、
経
済
の
先
行
き
に
は
前
向
き
な

動
き
が
見
ら
れ
て
お
り
、
デ
フ
レ
か

ら
脱
却
で
き
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン

ス
を
迎
え
て
い
る
な
か
で
、
地
方
経

済
は
依
然
と
し
て
、
都
市
部
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
否
め
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
編
成
さ
れ

た
６
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
76
億
８
３
０
０
万
円
で
、
前
年

度
予
算
に
比
べ
４
億
７
５
２
５
万

円
（
6.6
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

前
年
度
当
初
予
算
は
骨
格
予
算
と
し

て
編
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、
政
策
的

経
費
を
肉
づ
け
し
た
昨
年
の
６
月
議

会
補
正
予
算
後
の
予
算
額
と
比
較
し

て
１
億
８
７
７
４
万
円
（
2.5
％
）
の

増
と
な
り
、
８
年
連
続
で
70
億
円
を

超
え
る
予
算
と
な
っ
た
。

（
１
）
歳
入
に
つ
い
て

　
歳
入
の
柱
で
あ
る
町
税
収
入
（
歳

入
に
占
め
る
構
成
比
21
・
９
％
）
は
、

前
年
度
比
４
３
０
９
万
円
（
2.6
％
）

増
の
16
億
８
３
１
７
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
税
収
確
保
と
税
の
公
平
性
維

持
の
観
点
か
ら
も
、
収
納
に
は
最
大

限
の
努
力
を
払
わ
れ
た
い
。
歳
入
の

も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
地
方
交
付
税

（
構
成
比
35
・
5
％
）
は
、
前
年
度

比
２
０
０
０
万
円
（
0.7
％
）
増
の
27

億
２
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

寄
附
金
（
構
成
比
5.9
％
）
は
、
前
年

度
比
７
９
２
５
万
円
（
21
・
１
％
）

増
の
４
億
５
４
６
６
万
円
を
見
込
み
、

内
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て
は

前
年
度
比
６
０
０
０
万
円
増
の
３
億

８
０
０
０
万
円
を
計
上
。繰
入
金（
構

成
比
12
・
0
％
）
は
、
前
年
度
比
３

億
４
７
９
０
万
円
（
60
・
６
％
）
増

の
９
億
２
１
５
６
万
円
を
財
源
補
て

ん
と
し
て
計
上
。
財
政
調
整
基
金
は

５
億
８
５
１
７
万
円
、
ふ
る
さ
と
基

金
は
２
億
５
３
９
万
円
の
基
金
取
り

崩
し
を
見
込
ん
で
い
る
。
町
債
（
構

成
比
4.8
％
）
は
、
前
年
度
比
２
０
７

０
万
円
（
5.9
％
）
増
の
３
億
７
０
７

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

（
２
）
歳
出
に
つ
い
て

　
歳
出
で
は
14
項
目
の
新
規
事
業
と

14
項
目
の
拡
充
事
業
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
産
業
分
野
で
は
４
項
目
の
新

規
事
業
と
５
項
目
の
拡
充
事
業
を
計

上
し
、
基
幹
産
業
の
一
つ
観
光
に
係

る
商
工
費
で
は
、
山
ノ
内
ま
ち
づ
く

り
観
光
局
へ
の
活
動
支
援
補
助
金
お

よ
び
事
業
負
担
金
を
新
規
計
上
。
観

光
局
が
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

を
「
観
光
」
と
い
う
ツ
ー
ル
で
結
び

つ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
意
見

を
調
整
し
、
地
域
の
活
性
化
へ
と
つ

な
げ
る
重
要
な
「
牽
引
役
」
に
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
も
う
一
方
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
係
る
農
林
水

産
業
費
で
は
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
、
が
ん
ば
る
農
業
就
農
奨
励

金
、
農
業
経
営
雇
用
促
進
事
業
、
収

入
保
険
掛
金
補
助
事
業
の
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
導
入
支
援
事
業
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
５
年
度
に
お
い

て
は
、
農
業
と
町
の
特
性
に
魅
力
を

感
じ
て
、
19
名
が
新
規
に
就
農
さ
れ

た
。
担
い
手
の
確
保
と
育
成
に
さ
ら

な
る
取
り
組
み
を
望
む
。
健
康
・
医

療
・
福
祉
分
野
で
は
、
３
項
目
の
新

規
事
業
、
拡
充
３
事
業
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
新
規
に
子
育
て
家
庭
の
負

担
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

事
業
の
計
上
。
保
育
園
児
保
護
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
の
お
む
つ
廃
棄
用

ご
み
箱
購
入
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、公
的
病
院
（
北
信
総
合
病
院
）

財
政
支
援
金
が
拡
充
さ
れ
た
。
地
域

医
療
の
確
保
と
観
光
客
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き
支

援
が
望
ま
れ
る
。
教
育
・
文
化
分
野

で
は
新
規
３
事
業
、
拡
充
３
事
業
が

計
上
さ
れ
て
お
り
、
新
規
の
海
外
留

学
支
援
事
業
は
児
童
生
徒
が
海
外
の

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
見
聞
を
広
げ

る
海
外
留
学
へ
の
補
助
金
で
あ
り
、

一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
予
算

介
護
保
険

　
特
別
会
計
予
算

子
ど
も
た
ち
の
挑
戦
に
期
待
し
た

い
。
ま
た
、
拡
充
の
小
中
学
校
の

教
員
加
配
事
業
で
は
子
ど
も
へ
の

寄
り
添
い
と
居
場
所
の
充
実
を
望

み
た
い
。
国
際
理
解
教
育
推
進
事

業
は
「
国
際
理
解
教
育
」
の
理
念
、

「
世
界
の
人
々
が
国
を
越
え
て
理

解
し
合
い
協
力
し
、
世
界
平
和
を

実
現
す
る
こ
と
」
を
目
指
し
て
い

る
の
で
、
学
び
の
成
長
に
期
待
し

た
い
。
学
校
給
食
費
は
、
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
経
済
的
支
援
か
ら
、

給
食
費
の
半
額
を
補
助
計
上
し
て

い
る
。
都
市
基
盤
・
生
活
環
境
分

野
で
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
を
踏
ま
え
、
電
気
自
動
車

急
速
充
電
設
備
設
置
事
業
、
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
費
用

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
２
０
３

０
年
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
る
。

さ
ら
な
る
施
策
の
実
行
が
急
務
で

あ
る
。
湯
ノ
原
町
営
住
宅
の
長
寿

命
化
型
改
善
事
業
が
12
年
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
が
、
町
内
の
賃

貸
住
宅
は
依
然
と
し
て
慢
性
的
に

不
足
状
態
に
あ
る
。
移
住
・
定
住

施
策
と
し
て
、
賃
貸
住
宅
建
設
事

業
の
構
築
を
期
待
し
た
い
。

（
３
）
ま
と
め

　
第
６
次
山
ノ
内
町
総
合
計
画
で

は
、「
未
来
に
羽
ば
た
く　

夢
と

希
望
の
あ
る　
健
康
な
郷
土
（
ま

ち
）」
を
将
来
像
に
掲
げ
て
い
る
。

実
現
の
た
め
、
実
効
性
の
あ
る
事

業
執
行
を
願
う
と
と
も
に
、
そ
の

成
果
を
大
い
に
期
待
す
る
。
厳
し

い
財
政
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
は
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
は

避
け
て
通
れ
な
い
道
で
あ
る
。
過

去
を
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
見
地
か
ら
聖
域
な
き
見
直

し
を
は
か
り
、
歳
入
と
歳
出
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
最
小
の
経
費
で
最
大
の
サ
ー

ビ
ス
こ
そ
行
財
政
運
営
の
基
本
で

あ
る
。
だ
れ
も
が
明
日
に
希
望
を

も
っ
て
す
す
み
た
い
。

予算審査
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審
査
意
見
そ
の
後
　
こ
れ
ま
で
議
会
が
付
し
た
審
査
意
見
に
対
し
、
町
が
ど

う
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
、
令
和
６
年
度
予
算
審
査
に
あ

た
り
現
況
報
告
の
あ
っ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

ふるさと寄附金は経費面の検証を含め、目標を達成するために効果的な事業推進をはかること。
令和5年 10 月の制度改正により、経費の割合が5割を超える恐れが

生じたことから、やむなく 3月から一部の返礼品について寄附金額の
値上げを実施しました。
令和5年度においては、10 月に現地決済型のふるさと納税（山ノ内

町旅先納税「山ノ環（ヤマノギフト）」）を導入し、スキーシーズン開始
とともに利用実績を伸ばしております。

追
跡
追
跡

あ
の
意
見
ど
う
な
った
？

あの意見どうなった？

街なみ環境整備事業は検討組織を設置し万全を期すこと。
街なみ環境事業は渋・金倉地区の関係者を中心としたワークショップを3回開催し、街歩
きを通じて地域の課題の洗い出しや事業の活用方法について協議しました。また、住民アン
ケートによる費用便益調査を実施し、その結果をもって事業採択が受けられるか協議中です。

住宅用火災警報器購入補助金は補助要綱を見直し、設置率向上につとめること。
補助金について、各種訓練講習会、区長会や広報やまのうち等で継
続して住民への周知をしていることから問い合わせ数が増えている。
今後交付件数も増加するものと見込んでいる。
消防職員の住宅用火災警報器の設置指導に合わせ、対象となる一人

暮らし高齢者等に直接補助金について周知を行っている。設置作業が
困難な高齢者も多いことから、令和 5年度から要望があれば設置作
業を消防職員が支援するという取り組みも行っている。
住宅防火診断に同行いただいている民生児童委員や、町内の訪問介護事業者等にも協力を

依頼し、補助金を活用しやすくするとともに住宅用火災警報器の設置率向上につとめている。

総合型地域スポーツクラブ設立は、各競技団体の意見を反映させてすすめること。
令和6年度町総合型地域スポーツクラブ設立（設立総会：令和6年 3月 16 日）にあたり、
令和4年度に設立準備委員会を立ち上げ、これまで毎月1回、準備委員会を開催しています。
各競技団体との意見集約、情報交換や要望把握のため、体育協会・スポーツ推進委員会・ス
ポーツ少年団・中学校校長等、ほか県教育委員会3名の方にオブザーバーとして出席いた

だいています。
「スポーツを通じて人づくり・まちづく

り」に向けて、地域の誰でもが気軽に継続
的にスポーツを楽しむことができる環境を
提供し、スポーツを通じて、地域コミュニテ
ィの活性化、健康増進、明るく豊かな生活の
実現に向け、地域住民により自主的・主体的
に運営されるスポーツクラブを目指します。

ゼロカーボンシティの宣言に向け、検討すること。
令和5年 9月 7日議決をもって、2050 年実質ゼロカーボンを目指す自治体の表明をさせ
ていただきました。「美しい山ノ内町を未来の子どもたちに引き継ぐため、環境への負荷を
軽減し、持続可能な社会を実現すること」をテーマとして、『山ノ内町ゼロカーボンシティ
宣言』を公表しています。
令和5年 11 月 28 日には、新潟スバル自動車株式会社、スバル信州株式会社と『脱炭素

社会の実現及びSDGｓの達成に向けた包括連携協定』を締結しました。
今後、さらに包括連携協定などの手段を活用しながら、様々な業種と連携して目的達成に

向けて取り組みます。



　第 17 回議会報告会は、１月 21 日のすがかわ
ふれあいセンターを皮切りに２月７日のよませふ
れあいセンターまで 5 会場で開催いたしました。
昨年までの 3 年間は、コロナ禍で誌上での報告
会としてきましたが、令和２年以来4年ぶりの現
地開催となり、多くの方に参加していただき、多
くのご意見・ご提言をいただきました。
　議会としても真摯に受け止めて、誠意をもって
応えていきたいと思います。なお、今回出された
ご意見、ご質問に関しては、後日報告書にて回答
させていただきます。ご協力いただいた各地区の
関係各位ならびに参加者の皆様に厚く御礼申し上
げます。

4年ぶりの開催となり、5会場に179人が参加、4年ぶりの開催となり、5会場に179人が参加、
300件を超える300件を超える意見・要望意見・要望がありました。がありました。

開　催　日 1月21日（日） 1月26日（金） 1月27日（土） 1月30日（火） 2月７日（水）

地　　区 北　部 東部上 南　部 東部下 西　部

開始時間 15:00 19:00 15:00 19:00 17:30

会　　場 すがかわふれあい
センター 和合会館 ほなみふれあい

センター 文化センター よませふれあい
センター

参　加　者 20人 32人 48人 43人 36人

主な意見・要望

小
学
校
統
合

・��来年度予算には基本設計が盛り込まれているようだが、その先が不明。子どもたちのため
に早く統合してほしい。
・お金をかけて学校をつくる必要があるのか。既存校の活用策もあるのでは。
・住民投票をおこなって方向性を決めるという方法もあるのでは。
・�魅力ある学校で人が来るのでなく働く場所、居住環境が充実していなければ来ないのでは
ないか。　

地
域
公
共
交
通

・�湯田中や渋にも老人はたくさんいる。楽ちんバスやデマンド交通の導入を検討してほし
い。
・ライドシェアも検討してみては。
・�宇木区として、町と区で話し合い「ボランティア移送サービス」として昨年10月より実
証実験をやっている。
・�楽ちんバスは空気を運んでいる感がある。将来的にはデマンド交通が必要になっていくと
思う。
・�高齢者にとってはスマホの操作を含め難しいと感じる。町で相談対応できる窓口やスマホ
教室などを取り組んでほしい。

35 令和6年4月 議会だより第138号

議会報告会

第17回 議会報告会第17回 議会報告会

東部下会場での班別意見交換会（文化センター　１月30日）

結果報告会はこちら
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みんなのひろば

 

自
然
を
生
か
し
た 

 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

Ｑ
．
今
シ
ー
ズ
ン
始
め
の
少
雪

は
影
響
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ
．
例
年
の
約
10
日
遅
れ
で
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
間
に
合
い
ま

し
た
が
、
2
年
連
続
と
な
り
非

常
に
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
．
現
在
、
奥
志
賀
リ
ゾ
ー
ト

は
１
０
０
％
天
然
雪
と
思
い
ま

す
が
、
自
然
の
変
化
に
対
し
て

今
後
対
策
は
。

Ａ
．
降
雪
機
の
導
入
を
考
え
て

い
ま
す
が
、
一
番
は
水
源
の
問

題
。
自
然
を
壊
さ
ず
に
、
た
く

さ
ん
の
地
域
の
皆
様
の
水
源
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
細
心
の
注

意
と
研
究
を
せ
ね
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
．
雪
不
足
は
日
本
だ
け
で
な

く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
同
様
の
問
題

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
向
に
変

化
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の

ス
キ
ー
ヤ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
季
節
が
逆
転
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
非
常
に
効
率
よ
く

誘
客
で
き
る
関
係
に
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
、
北
米
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ス
ケ
ー

ル
や
文
化
と
し
て
は
本
場
で
す

が
お
客
様
の
多
く
が
志
賀
高
原

の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
と
て
も

評
価
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
、
香
港
・
台

湾
・
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
も
増
加
傾
向
で
す
。
特
に
、

タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
お
客
様

は
、
ス
キ
ー
だ
け
で
な
く
、
雪

に
触
れ
雪
遊
び
が
し
た
い
と
い

う
感
覚
。
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に

ス
キ
ー
を
楽
し
む
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
北
米
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
と
、
雪
や
雪
山
を

体
験
し
た
い
と
い
う
ア
ジ
ア
圏

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
、
訪
れ
る

時
期
も
自
ず
と
別
れ
る
た
め
受

け
入
れ
側
と
し
て
は
大
変
あ
り

が
た
く
、
そ
の
上
で
最
上
級
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
提
供
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

目
指
す 

 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

Ｑ
．
今
後
は
ど
の
よ
う
な
展
開

を
お
考
え
で
す
か
。

Ａ
．
夏
は
避
暑
と
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
お
天
気
の
い
い
日
に
身
体
を

動
か
し
た
り
、
ペ
ッ
ト
と
遊
ん

だ
り
芝
生
の
上
で
お
昼
寝
し
た

り
、
そ
う
い
っ
た
お
客
様
の
ニ

ー
ズ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

ひ
と
た
び
天
候
が
悪
く
な
る
と
、

お
部
屋
に
い
る
以
外
に
選
択
肢

が
な
い
の
は
冬
も
同
様
で
課
題

で
す
。
今
、
山
ノ
内
町
で
ワ
イ

ン
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
、
当
方
に

ワ
イ
ナ
リ
ー
や
蒸
溜
所
を
作
る

計
画
で
い
ま
す
。

　
こ
の
地
の
気
候
を
活
か
し
、

山
ノ
内
町
で
栽
培
し
た
ぶ
ど
う

を
使
っ
た
ワ
イ
ン
を
作
っ
て
み

た
い
と
思
い
、
既
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
は
そ
れ
ら
を

併
せ
た
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ス
タ
イ

ル
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
町
を
上

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

大
切
な
こ
と
。
戦
略
な
ど
ご
ざ

い
ま
す
か
。

Ａ
．
以
前
、
視
察
に
行
っ
た
国

内
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
先
進
地
で

は
、
日
本
語
対
応
ス
タ
ッ
フ

を
見
つ
け
る
の
が
大
変
で
し

た
。
外
国
か
ら
お
越
し
の
お
客

様
に
は
対
応
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
や
は
り
奥
志
賀
高

原
も
国
内
の
お
客
様
に
こ
れ
ま

で
支
え
て
き
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
当
然
変
わ
り
な
く
愛
さ
れ

る
お
も
て
な
し
の
精
神
を
一
番

に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
環
境
を
作

り
、
志
賀
高
原
全
体
で
お
迎
え

で
き
れ
ば
と
、
僭
越
で
す
が
思

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
最
後
に
、
今
現
在
の
課
題

と
し
て
は
、
ど
の
様
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
。

Ａ
．
こ
れ
は
も
う
、
リ
フ
ト
。

架
け
替
え
が
ゴ
ン
ド
ラ
も
含
め

て
ほ
ぼ
同
時
期
で
し
て
。

　
安
全
第
一
で
す
か
ら
、
時
期

が
き
た
ら
順
次
行
わ
な
い
と
い

け
な
い
。
か
な
り
大
き
な
架
け

替
え
に
な
る
の
で
、
町
の
力
も

借
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
更
な

る
飛
躍
に
繋
が
る
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
し
て
い
き
ま
す
。

編

集

後

記

　
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
4
月
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
お
元
気
で

お
過
ご
し
で
す
か
。

　
新
た
に
学
校
生
活
を
始
め
た
人
、

社
会
人
と
し
て
働
き
始
め
た
人
、

そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
抱
き
な
が
ら
新

年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
山
ノ
内
町
に
お
い
て
も
、
平
澤

町
政
と
な
っ
て
１
年
が
過
ぎ
、
4

月
１
日
か
ら
は
庁
舎
内
も
新
し
い

課
が
創
設
さ
れ
雰
囲
気
が
変
わ
り

ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
面
も
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
軌
道
に
乗

る
ま
で
心
広
く
見
守
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
議
員

に
な
り
「
議
会
だ
よ
り
」
の
作
成

に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

文
章
を
書
く
こ
と
は
ど
ち
ら
か
と

言
う
と
苦
手
で
す
。
し
か
し
、
実

際
携
わ
っ
て
み
る
と
日
本
語
の
文

章
の
難
し
さ
、
言
葉
ひ
と
つ
に
込

め
ら
れ
る
想
い
、
そ
し
て
言
葉
の

美
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」
作
成
の

中
で
学
ぶ
こ
と
も
多
く
大
変
な
面

も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
議
会

内
容
、
活
動
な
ど
、
皆
さ
ま
に
お

届
け
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

紙
面
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
畔
上
恵
子
）

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
た
観
光
客
受
け
入
れ
の

課
題
や
、
今
後
の
展
望
を
奥
志
賀
リ
ゾ
ー
ト
社
長

の
塚
本
健た

け
き樹
氏
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

山
ノ
内
町
で
栽
培
し
た
ぶ
ど
う
で
ワ
イ
ナ
リ
ー
を

塚 本 健
た け

 樹
き

 氏

たくさんのお客様でにぎわうたくさんのお客様でにぎわう
奥志賀高原スキー場奥志賀高原スキー場


